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●点鐘         会長 中田 学 
●ロータリーソング     我らの生業 
●本日のゲスト 
 濃飛グループガバナー補佐  
            奥村 幸夫 様 
 濃飛グループ次期ガバナー補佐  
             山田 彰 様 
●会長挨拶       会長 中田 学 
こんにちは！ 会長の時

間です。 

今日から梅雨入りという

ことですが、本当に新緑が

美しい今日この頃です。先

週は、井辺さんにお世話に

なって、新緑例会を「宝生

閣」様で開催させていただ

きました。 

大いに盛り上がり、高山中央ロータリークラブら

しい、大変素晴らしい、楽しい時間を過ごすことが

できました。ありがとうございました。 

ただ、数名の方に、コロナの発症がありました。大

事には至っていませんので、一安心ではあります

が、大変申し訳ないなぁと思うとともに、条件が緩

和されたとはいえ、あらためて、十分注意して、自

己防衛しなければならないなぁと思いました。皆

様もそのようによろしくお願いします。 

本日は、ガバナー補佐訪問ということで、本年度お

世話になりました奥村様、そして、次年度お世話に

なります山田様にお越しをいただいております。

後ほど、本年度の総括、また、次年度への抱負等、

お二人から、ご挨拶を頂きますので、どうぞ、よろ

しくお願いいたします。 

本日の例会は、ＩＴ・公共イメージ委員会、高橋委

員長に、ご担当頂きます。どうぞ、よろしくお願い

します。 

「ロータリークラブのオンライン例会への対応」

というふうに、グーグルで検索すると、全国各地、

たくさんの事例が出てきます。コロナ禍において、

日本中のかなりのクラブで、ズームを使ったウェ

ブ形式での例会が開催されていたようです。 

国際ロータリーは、オンライン例会を推進し、ホー

ムページ上で、簡単な実施マニュアルを用意した

り、また、「ズームを活用したオンライン例会の始

め方」という動画をユーチューブで公開された地

区もあったりして、そういった行動が、たくさんの

クラブでのオンライン例会の実施の後押しをし、

このコロナ禍、人が集えないという大変なピンチ

を乗り切ることができたんだなぁと思っています。 

クラブでも、昨年度、大原会長、下田幹事がリード

されて、理事会と例会の一部をズームで実施され

ました。本年度も、引き続き準備はしていましたが、

コロナは落ち着いてきたので、実施に至りません

でした。 

しかしながら、考えてみると、今後また同じような

ことが起こらないとは限りませんし、違う理由、例

えば、お呼びするには、距離的に遠く、時間や経費

のかかるような方にオンラインで卓話をいただく

とか、出張や、病気などで、例会場に来られない場

合への対応とか、オンラインを併用する例会のス

タイルを、当たり前なものにすることで、メンバー

同士が、更にしっかりとつながっていくことへの

助けになるのではないかと思いますし、そうなる

ことで、逆に、メンバーが集って食事を共にして、

語り合うことの大切さを、より認識でき、例会の活

性化がなされるのではないかと思います。 

そういう、「いいとこ取り」みたいなことをしてい

くことができればいいなあと考えます。この件に

ついては、今後、いろいろなお知恵を拝借したいと

思っていますので、よろしくお願いします。 

最後になりますが、コロナもですが、インフルエン

ザも流行っているようです。また、これから暑くな 

ると熱中症も起こりやすくなってきます。体調管

◆会長  中田 学   ◆幹事  二木 公太郎   ◆会報委員長 西 美紀  ◆会報担当 西 美紀 

 

 会員数 出席会員 出席数 Make-up 出席率 

本日 

1324 回 

56 名 56 名 37 名 ----- 66.07％ 

前々回 

1322 回 
56 名 56 名 41 名 4 名 80.36％ 
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理にお努めいただくことをお願いして、会長の時

間とします。 

ありがとうございました。 

●幹事報告     幹事 二木 公太郎 

◎国際ロータリー第 2630

地区ガバナー事務所より 

  ・地区大会記録ＵＳＢ 

   送付 

  ・2023-24年度地区補 

   助金支給内定の通知 

  ・第 1 回地区ロータリ

ー財団研修会開催のご案内 

日時：7月 22日（土）12：30～16：30 

   会場：岐阜グランドホテル 

 

○上野ロータリークラブより 

  ・第 46回インターアクト年次大会開催の 

   ご案内 

   日時：8月 1日（火）9：00～ 

   会場：伊賀市文化会館 

 

○濃飛グループ次期ガバナー補佐より 

  ・次期会長幹事懇談会ご出席のお礼 

   ・第 1回ガバナー補佐訪問について 

 

＜高山都市提携委員会より＞ 

  ・令和 5年定例会の結果について 

●濃飛グループガバナー補佐  
        奥村幸夫 様（可児ＲＣ） 
高山でガバナー補佐

最終訪問の時期にな

り、次期ガバナー補佐

の山田君と一緒に訪

問させていいただき

ました。 

昨年の第1回目の訪問

の時はまだ高山地区

にも観光客も、インバ

ウンドもいない、閑散

としていた記憶がございますが、ずいぶん今日は

街の中を観光客の方が歩いていて高山地区が経済

活性化を感じました。 

今年度はコロナの心配をしつつのロータリー活動

のスタートでしたが、おかげさまで IM・公式訪問・

地区大会と盛況に開催でき、皆さんのご協力に感

謝します。 

各地区の IMにも出席しましたが、ハイブリッドや

オンラインの会議、この 1 年の間に定着して、都

度会議においても、オンラインそしてハイブリッ

ドというような時代になってきたのかなと思いま 

す。が、やはりリアルなのが一番いいなと思います。

リアルでしっかりと会議をする、そして懇親会を

する、そして懇親会の中でいろんな方と交流をす

る、というのがロータリークラブの本望と思って

います。そういう意味ではクラブのロータリー活

動もなかなか思うようにいかない中、高山中央ク

ラブさんは、ロータリー賞を当たり前のように獲

得されている。そういう意味では中央さんは会長

のスローガン ”Imagine→Action”止まった時間

を取り戻そうと活動され、感銘を受ける次第です。 

女性会員の増強、そして My Rotary の登録クラブ

カードの取り扱いということで大変取り組んでい

ただき、ポリオの募金、チャリティーゴルフの予選

参加など、本当にありがとうございました。 

会員増強も 4 名増のマイナス 1 名ということで純

増 3 名と伺っておりますので、増強の方もご協力

いただきありがとうございました。 

増強の報告ですが、岐阜 Aがマイナス 8、そして岐

阜 Bがプラス 1、岐阜西農がプラス 2、岐阜東農が

プラス 29ということです。東海北陸道がプラスマ

イナス 0。濃飛グループがプラス 14、今月はあと 3

名ほど増えると伺っておりますので濃飛グループ

は非常に会員増強においてご尽力をいただき、皆

さん本当にありがとうございました。年齢層も若

くなり、元気になり活性化につながると思ってい

ます。 

また地区出向でも、長年研修リーダーの剱田パス

トガバナーさんを始め、ロータリーの友の二木さ

ん、そして米山の熊﨑さん、青少年の高橋さん、社

会奉仕の清水さんと、たくさんご協力いただき本

当にご苦労様でございました。いろんな方と交流

をし合い、1年間貴重な経験をさせていただき、高

山にも数回お邪魔をいたし、本当にありがとうご

ざいました。 

観光産業が戻ってきて活性化をしてきて、皆さん

方の企業も、地域も経済も活性化し元気になって

ますますご活躍をされること、来年度もご活躍さ

れることを祈念申し上げまして、本当に 1 年間あ

りがとうございました。 

●濃飛グループ次期ガバナー補佐  
     山田 彰 様（美濃加茂ＲＣ） 
皆様。はじめまして次期

の AG をさせていただき

ます。山田と申します。 

中田会長とは思い起こ

せば、20 年前 JC で、東

海オンエアで、副団長の

中田さん、私は地区幹事

でとても良いスイート

ルームに 2人で乗らせて

いただいた経験がございます。 

2003年に一緒に船に乗った時はサーズが流行って 

いて、東海オンエアという船も国内研修になり一
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緒にそのような部分を経験していたな、と思いま

す。今はコロナですが、当時もそんなことで悩んだ

ことを思い出しました。 

仕事は、労働基準協会連合会社の仕事で、北は神岡

から、愛知県は最南端田原まで、企業を回って健康

診断を行うことを 60年やっております。今は代表

主任理事長で、ただの健康診断だけではなく、高齢

化が進み、心筋梗塞、脳卒中、動脈硬化とかしっか

り調べられないということで、大垣の方に 2拠点、

新しく 3 月 3 日までに整えましてサービスの提供

を進めております。コロナで皆さんが困ったこと

が起こってきているときに、健康維持とか生活習

慣という部分を啓蒙し、幸せを願って物事を進め

ております。 

7 月から、「世界に希望を生み出そう」ということ

をイングランド、スコットランドの RI会長が提言

されています。ゴードンさんは歯医者さんで、スコ

ットランド、そこは北海道ぐらいの大きさで人口

は 540 万人、大変少ない人口だなと思います。ス

コットランドを調べるとタータンチェック、ホタ

ルの光がスコットランドの民謡、電話を発明した

ベル・シャーロックホームズの小説を書いた人、案

外立派な人が多いなと思います。 

今回の RI会長の方針の説明を聞いた篠田ガバナー

は大変感銘したそうです。今回世界の方は戦争を

なくそうということがなく、それについて考えて

もらおうということで、そういうことが大きなテ

ーマの一つに入っています。 

7月からは、篠田ガバナーを支えて皆さんの各クラ

ブのサポートができるように一生懸命頑張ってい

こうと思いますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

●公共イメージ/IT委員会  
           委員長 高橋厚生 

事前にアンケートを取らせ

て頂き結果を集計しまし

た。 

ビジネスではなく、地域へ

の奉仕団体というロータリ

ーの趣旨を踏まえ、対面例

会の必要性に重きを置く意

見が多い。そのため、一部の

活動（委員会や理事会、ガバナー訪問等）を除き、

「集まらなくて良い」「どこからでも参加は出来

る」等の「省力化」「効率化」としての利用では

なく「遠方との交流」「映像を活用した報告」「有

事の際の利用」等、今までできなかった事柄や例

会等新しい企画（プラスアルファ）として機器材

を利用すべきとの意見が多い。 

以上報告し次年度への提言とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本日は、次年度山田ガバナー補佐と最終訪問さ 

 せて頂きます。 

 一年間大変お世話になりありがとうございまし 

 た。濃飛グループガバナー補佐 奥村幸夫 様 

 7月より皆様を支えるＡＧとして頑張ります。 

 どうかよろしくお願い致します。 

 濃飛グループ次期ガバナー補佐 山田 彰 様 

 ガバナー補佐 奥村様、次期ガバナー補佐 山 

 田様のご来訪を心より歓迎致します。 

                役員理事一同 

 奥村ガバナー補佐、山田次期ガバナー補佐のご 

 来訪を心より歓迎致します。   剱田 廣喜 

 先日は妻の誕生日にお花を頂きありがとうござ 

 いました。お陰様で素敵な誕生会が出来ました。 

                 水口 邦博 

 先週コロナに感染してしまいました。今は 5日 

 間の療養ですので本日は出席できて良かったで 

 す。病み上がりですので声が出なくてすみませ 

 ん。皆様も気を付けて下さい。ハイブリット免疫 

 を獲得しました。      葛谷 嘉久 

 

＜ニコニコ BOX＞ 

高山中央ロータリークラブ　会員各位 公共イメージ/IT委員会

①-1　コロナ同様の有事に速やかに対応できる様、定期的なオンライン例会の開催

　　　　どのくらいの頻度での開催が良いと思いますか？

□1回/月 8 □2回/月（隔週） 2

□3回/年（3～4カ月に1回） 20 □オンライン例会は行わない。 13

□その他 ①年に1回程度 ②有事の際の対応のみ ③要望があった時(不定期)

④基本的に対面のみ ⑤有事の際は休会で良い

①-2　オンライン例会の開催方法

　　　　オンライン例会の開催方法としては、どのような方法が良いと思いますか？

□オンラインでのみ参加可能な例会 13 □その他

□リアル会場とオンラインの併用開催 30

①-3　他クラブの方がオンラインで、当クラブの例会に参加できるオンライン例会の開催

　　　　例）他クラブに案内を出してオンライン参加してもらう（メイクアップ可能な例会）

　 □賛成 32 □反対 6 □その他 　①時期尚早　②なんでも挑戦する

①-4　他クラブの例会をオンラインで放映し、高山で参加する例会の開催

　　　　例）湘南ロータリークラブの例会に高山に居ながら参加するような企画(友好クラブとの連携)

□賛成 41 □反対 4 □その他 　①どちらでも良い 

②　オンライン例会等の機器及び経験を活かしてどのような事が出来ると思いますか？

　　　　【利用方法の提案】

①会員企業の企業訪問(工場・現場訪問)。現地からリモートで映像を会場に写して案内する

②交換留学生のご両親など、国外のロータリアンにリモートでの卓話を依頼する

③活動をオンライン公開して入会促進

④委員会、理事会等会議のオンライン開催 ⑥記録用にカメラの利用

⑤ガバナー補佐訪問例会をオンラインで ⑦連絡・報告事項を動画撮影して周知に利用

　　　　【その他ご意見】

①色々と試行錯誤してみる ④オンライン対応機器を保有していれば、無理に行う必要はない

②ＩＴ化は愛 低下 ⑤何が出来るか？よりもアクセスする機会を増やすことが大切

③通常例会のオンライン開催は反対

【意見の集約】

①通常の例会は「リアル」開催を望む声が多い(年齢を問わず)

②オンライン開催は、併用開催で1回/3～4カ月が最多

　・オンラインならではの例会の設営

　・機器操作を忘れない(有事に対応できる)ため。

③他クラブ(特に遠方のクラブ)との交流としてのオンライン活用は、賛成派が多い

【まとめ、次年度への提言】

ビジネスではなく、地域への奉仕団体というロータリーの趣旨を踏まえ、対面例会の必要性に重きを置く

意見が多い。そのため、一部の活動(委員会や理事会、ガバナー訪問等)を除き

「集まらなくて良い」「どこからでも参加は出来る」等の「省力化」「効率化」としての利用ではなく

「遠方との交流」「映像を活用した報告」「有事の際の利用」等、今までできなかった事柄や例会等、

新しい企画(ﾌﾟﾗｽｱﾙﾌｧ)として機器材を利用すべき との意見が多い。

オンライン例会についてのアンケート集計


